
◇
展
示
内
容

・
昭
和
年
代
に
実
際
に
使
用
さ
れ
て

い
た
「
漉
桁
」
な
ど
の
紙
漉
き
道
具

・
古
文
書
「
信
州
高
井
郡
水
内
郡

郷
村
高
帳
」宝
永
三
年（
１
７
０
６
）

成
人
式
協
力
員
の
皆
さ
ん
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20歳の誓いを胸に希望と責任の船出
　　平成24年度飯山市成人式が８月15日（水）飯山市民会館
　　において新成人２３６名が出席し、盛大に開催されました。

・
滝
澤　

矩
明

・
小
島　

優
希

・
内
堀　

岳
斗

・
松
澤　

祐
介

・
小
島　

裕
貴

・
藤
巻　

研
輔

・
南
澤　

香
奈

・
石
澤
加
奈
子

・
小
池　

力

・
小
出　

姿

・
南
久
保
輝
彦

  　

 （
敬
称
略
）

　

長
瀨
哲
教
育
委
員
長
の
開
式
の

こ
と
ば
に
よ
り
、
厳
粛
な
う
ち
に

成
人
を
祝
う
式
典
が
幕
を
開
け
、

新
成
人
代
表
、
飯
山
地
区
の
南
澤

香
奈
さ
ん
が
、
飯
山
市
の
目
指
す

理
想
と
目
的
を
謳
い
あ
げ
た
「
飯

山
市
民
憲
章
」
を
朗
読
し
ま
し
た
。

　

式
典
の
中
で
は
、
新
成
人
を
代

表
し
て
、
秋
津
地
区
の
松
澤
祐
介

さ
ん
が
、「
今
、
私
た
ち
は
成
人
式

を
迎
え
た
こ
と
で
１
人
前
の
社
会

人
と
し
て
の
義
務
を
果
た
し
、
自

分
た
ち
の
責
任
と
、
権
利
の
下
で
、

社
会
生
活
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
先
、
困
難
や
、
辛
い
こ

と
が
あ
っ
て
も
決
し
て
諦
め
ず
、

未
来
に
向
か
っ
て
大
い
な
る
希
望

を
持
ち
、
自
分
を
信
じ
て
乗
り
越

え
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
私
た
ち
を
支
え
て
下
さ
っ

た
全
て
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
の
長

い
人
生
を
歩
ん
で
い
き
ま
す
こ
と

を
、
こ
こ
に
お
誓
い
申
し
上
げ
ま

す
。」
と
、
力
強
く
20
歳
の
決
意

を
表
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
成
人
式
は
、
11
名

の
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
協
力
員
と

し
て
第
２
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

の
企
画
・
運
営
に
当
た
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
で

は
中
学
当
時
の
懐
か
し
い
映
像
や

担
任
の
先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

ク
イ
ズ
大
会
は
、
中
学
当
時
の
ク

ラ
ス
対
抗
戦
で
お
こ
な
わ
れ
、
大

変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

松澤　祐介さん
成人代表挨拶

南澤　香奈さん
市民憲章朗読

企画・運営、お疲れ様でした！

平成２4年度飯山市成人式開催

ふ
る
さ
と
館
体
験
教
室

飯山市 の歴史

土倉の六地蔵
　この六地蔵は、岡山地区
土倉集落の入口にあります。
　六地蔵は、古くから六道を
めぐる人々を救済する仏とし
て信仰され、墓地や寺院の
入口に多く建てられました。      
土倉は近世には越後からの
物資流入の大事な交通路で
もあり、人々はこの六地蔵に
安全往来も願ったことでしょ
う。これからの紅葉シーズン、
写真撮影のため多くの方が
訪れます。

飯山市公民館 ☎ 62-3342
市立飯山図書館 ☎ 62-1118
飯山市美術館 ☎ 62-1501
いいやま女性センター未来 ☎ 62-0543
飯山市ふるさと館 ☎ 67-2030
飯山公民館 ☎ 62-3342
秋津公民館 ☎ 62-2330
木島公民館 ☎ 62-0555
瑞穂公民館 ☎ 65-2501
柳原公民館 ☎ 62-5562
富倉公民館 ☎ 67-2136
外様公民館 ☎ 62-1029
常盤公民館 ☎ 62-3200
太田公民館 ☎ 65-4579
岡山公民館 ☎ 69-2010

　

講
師
に
、
和
紙
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

平
田
真
澄
先
生
を
お
迎
え
し
て
行

い
ま
す
。
色
と
り
ど
り
の
か
わ
い

い
和
紙
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

・
日　

時
：
９
月
29
日
（
土
）

　
　
　
　

 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

・
定　
員
：
20
名

・
材
料
費
：
６
０
０
円

・
持
ち
物
：
手
ふ
き
用
の
タ
オ
ル

・
お
申
し
込
み

　
　
ふ
る
さ
と
館
☎
67
２
０
３
０

雪
と
水
に
は
ぐ
く
ま
れ
て

ふ
る
さ
と
館
秋
季
企
画
展

　  

平
安
朝
時
代
に
は
、
す
で
に
全

国
に
44
箇
所
に
わ
た
り
生
産
さ
れ

て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
「
手
す
き

和
紙
」。
手
す
き
和
紙
に
つ
い
て

書
か
れ
た
飯
山
地
方
で
最
も
古
い

と
さ
れ
る
文
書
な
ど
か
ら
そ
の
発

祥
・
歴
史
・
特
徴
を
わ
か
り
や
す

く
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
和
紙
の
魅
力
を
現
代
に

伝
え
る
創
作
人
形
作
品
も
多
数
展

示
さ
れ
ま
す
。

　

11
月
25
日
㈰
ま
で
開
催
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

『
作
ろ
う
！

　
　
和
紙
ス
ト
ラ
ッ
プ
』
す
す
き
の
バ
ッ
タ
を

　
　
つ
く
っ
て
み
よ
う
！

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

特
別
企
画　

　

ギ
ョ
ッ
と
す
る
ほ
ど
本
物
そ
っ

く
り
の
バ
ッ
タ
が
、
な
ん
と
ス
ス
キ

１
本
で
！？
小
さ
な
お
子
さ
ん
は
お

家
の
方
と
一
緒
に
や
っ
て
み
よ
う
！

・
日　

時
：
10
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

・
定　
員
：
15
名

・
材
料
費
：
無
料

・
持
ち
物
：
は
さ
み
、
千
枚
通
し

（
お
持
ち
の
方
は
、ご
持
参
く
だ
さ
い
）

・
お
申
し
込
み

　
　
ふ
る
さ
と
館
☎
67
２
０
３
０

・
障
子
の
下
張
り
な
ど
に
み
え
る
墨   

  

書
の
内
山
紙（
江
戸
年
間
〜
明
治
）

・
和
紙
の
こ
い
の
ぼ
り

  

和
紙
人
形
作
品　
な
ど

時
間　
　

午
前
９
時
か
ら
18
時

　
　
　
（
入
館
は
17
時
30
分
ま
で
）

入
館
料　
大
人
２
０
０
円

　
　
　
　
小
人
１
０
０
円

　
　
（
市
内
小
・
中
学
生
は
無
料
）

　
　
　
　

雪ざらしの様子



日　時　１０月14日（日）午前9時30分～12時（小雨実施）　     　
定　員　先着２０名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
受　付　午前９時００分　飯山市公民館前　　　　　　　　　　 
コース　正受庵～妙昌寺～忠恩寺～称念寺～慶宗寺　
案　内　長瀬 哲　氏（ふるさと館友の会）
持ち物　筆記用具、飲み物、雨具
参加料　無料
申込み　１０月１０日（水）までに飯山市公民館へお申し込みください。

　　飯山市消費生活展『未来へつなごう豊かなくらし～飯山流エコでおいしい生活～』
　　　〔１４日（日）〕（午前10時～午後3時30分）　問い合わせ：市役所市民環境課生活環境係

・飯山市農村女性団体連絡会･･･農産物を紹介するパネル展示、キノコの成長過程を実物で紹介、栽培ビンからのキノコもぎ取り体験
・飯山くらしの会･･･生ゴミ堆肥で栽培した花等の展示、ダンボール堆肥作り・食用廃油石けん作りの実演や体験、ごみ分別に関する展示
・北信州食生活改善推進協議会 飯山支部･･･バランスガイドのパネル展示、凍り豆腐の試食・販売、塩分を減らした献立例の紹介
・飯山食文化の会 ･･･新米のおにぎり・キノコ汁のサービス、市選択無形民俗文化財認定「富倉の笹ずし」「富倉そば」「えご」「いもなます」の展示、食育活動の写真展示

ふるさと館
総合学習センターフェスティバル・ボランティア
スタッフ募集！くわしくはふるさと館
（☎ 67－2030）まで。

＊企画展「内山紙の魅力」〔両日〕入館無料
　　飯山の伝統的工芸品「内山紙」その歴史は？その白さの秘密は？
素材や特質をふくめ、わかりやすく紹介します。市内在住の稲田昭子さ
んの和紙人形をはじめ、たくさんの内山紙で作った作品を展示します。
＊すすきのバッタを作ってみよう！〔１３日（土）〕
  （午後1時～午後2時30分）　先着15名　参加無料・要申込み
    すすきを使って、リアルなバッタを作ってみよう！

＊昔の道具体験！〔両日〕 （午前10時～午後3時）
    ハタ織り・ムシロ織りを達人から教わろう！

＊できるかな！？昔のあそび！〔両日〕
  （午前10時～午後3時30分）
    竹馬・めんこ・こま・お手玉・あやとりなど。

＊駄菓子販売〔両日〕 （午前10時～午後3時30分）
    あ～、あったあったこんな駄菓子。なつ菓子屋で懐かしんでください。

＊クイズラリーに挑戦！〔両日〕
　（午前10時～午後3時30分）
    クイズに答えてプレゼントをゲットしよう！
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飯山市
ふるさと館

     いいやま女性
　　センター未来

市立飯山図書館

飯山市美術館

『
発
信
し
よ
う
！
未
来
を
拓
く 

飯
山
ら
し
さ 

学
び
の
チ
カ
ラ
』

　

～
あ
な
た
も
５
館
フ
ル
活
用
～

飯山市飯山市      いいやま女性     いいやま女性 市立飯山図書館市立飯山図書館

『
発
信
し
よ
う
！
未
来
を
拓
く

『
発
信
し
よ
う
！
未
来
を
拓
く

　

～
あ
な
た
も
５
館
フ
ル
活
用
～

　

～
あ
な
た
も
５
館
フ
ル
活
用
～

　

～
あ
な
た
も
５
館
フ
ル
活
用
～

総合学習センターフェスティバル第７回
／1013(土)14 (日)

　飯山市総合学習センターでは、１０月１３日（土）・１４日（日）
の両日、第７回総合学習センターフェスティバルを開催いたします。
　飯山市公民館・飯山市美術館・いいやま女性センター未来・飯山市
ふるさと館それぞれに、さまざまな催しを企画して、皆様のお越しを
お待ちしております。ぜひお出かけください。

 女性センター未来 ☎６２－０５４３  ふるさと館 ☎６７－２０３０

 美術館 ☎６２－１５０１  公民館 ☎６２－３３４２
＊「ハロウィン・ホラーフェスタ」〔両日〕
  （午前10時～午後3時30分）
   アメリカのハロウィンを体験してみよう！
＊利用者団体・趣味講座
　・夏休みの体験教室の作品展示〔両日〕
  （午前10時～午後3時30分）
    普段、公民館を利用している皆さんや、趣味講座・夏休みの体験教
　室で作った力作をご覧下さい。
＊食事コーナー　（午前11時～午後1時頃）
　・おやき・笹寿司〔両日〕　
　・水餃子〔１４日（日）〕
    数に限りがあります。お早めに！

＊総合学習センター講座等写真展示〔両日〕
  （午前10時～午後3時30分）
 　今までに開催した講座・講演会の風景写真を展示してあります。    

・企画展 「北信濃逍
しょうよう

遙の画家たち
　　　　　　　　　　　ー生きること 描くことー」
　　　　　　　　　　〔両日（土・日）※13･14日は入館無料です。〕
　北信濃に暮らす洋画・日本画家７人による展覧会です。北信濃へ
の限りない愛惜の念を感じさせる作品を中心に展示紹介しています。

＊『こたえは作品の中』〔両日〕
　（午前10時～午後3時30分）
　作品をみて答えるクイズに挑戦しよう！
　参加者全員に参加賞をプレゼント！

オール１の落ちこぼれ、教師になる
講師：宮本　延春（みやもと　まさはる）氏
（元高校教師・エッセイスト）

いじめられっ子で、成績は ”オール１”
中学を卒業するときには”九九 ”も全部言えなかった。
そして、自分で自分をあきらめた・・・・。
16歳で母が死に、18歳で父が死ぬ。
兄弟も親戚もなく、天涯孤独の人生を歩む。
23歳で新たな目標を掴み、努力を重ね
母校の高校教師となる。
現在、執筆・講演等で活躍中。

日　時　１０月１３日（土）午後１時３０分～３時
場　所　飯山市公民館２階　講堂（入場無料）
主　催　飯山市青少年育成市民会議
　　　　飯山市公民館
〈お問い合わせ〉飯山市公民館（☎62-3342）
　　　　　　　

第３０回飯山市青少年健全育成住民大会・雪国大学公開講座

飯山ふるさと検定
１ 開催趣旨　　
飯山ふるさと検定は、飯山の自然や歴史・文化を
知り、再発見するための検定です。豊かな自然
や文化遺産、それにまつわる伝説をクイズ形式
で学べるようになっています。
２ 検定日・場所　
10月13日（土）飯山市公民館206教室
一般の部　午前１０時30分～１２時10分

３ 検定級　
※一般の部
初級・上級・マイスターの部70点以上で合格
検定級は３段階があり、合格すると上位の検定が　　　
　　　受けられます。
４ 検定料　１，０００円
５ 申し込み・締切　10月5日（金） 

お問い合わせ 飯山市公民館（☎ 62-3342）・ふるさと館（☎ 67-2030）

　飯山市公民館、ふるさと館において申込用紙に記入
の上、検定料を添えてお申し込みください。

イベントの詳細は、各館へお問い合わせください。皆様のお越しをお待ちしております。

※図書館につきましては行事等の関係で、８月にすでに実施しましたのでご了承下さい。

寺めぐりハイキング 参加者募集！

飯山地区館共催事業 寺の町いいやま

城下町飯山の歴史にふれてみませんか？

＊利用者団体舞台発表〔１３日（土）〕
　（午後2時～午後3時）
    ハワイアンフラ・フォークダンス・民謡。 

＊利用者団体展示発表〔両日〕
　（午前10時～午後3時30分）
　 つるし雛・陶芸・ビーズアクセサリー
　 趣味講座テーブルガーデニングなど、力作ぞろい。
＊販売　（午前11時～午後2時）
　・ジュース類・中華まん〔両日〕　
　・赤飯・豚汁・フランク・おでん〔１４日（日）〕
    売り切れ次第終了です。お早めに！
＊体験教室〔１４日（日）〕
　・（予定）つるし雛（予定午前10時～午後3時00分）
　・リボンレイストラップ（午前10時～午後12時30分）
　　体験料８００円（２個セット）

＊煎茶サービスコーナー〔両日〕
　（午前11時～午後2時30分）　
    ぜひお立ち寄りください。



25  公 民館報いいやま

　
８
月
11
日
㈯
、
第
３
回 

い
い

や
ま
駅
キ
ッ
ズ
ワ
ー
キ
ン
グ
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
の
中
、
30
名
を

超
え
る
大
勢
の
方
々
に
参
加
い

た
だ
き
、
JR
東
日
本
長
野
支
社

の
荻
原
さ
ん
、
花
岡
さ
ん
を
講

師
に
、
バ
ス
で
長
野
へ
と
む
か

い
ま
し
た
。
最
初
に
篠
ノ
井
駅

で
新
幹
線
の
最
高
速
度
を
体
験

し
、
次
に
長
野
駅
で
長
野
新
幹

線
「
あ
さ
ま
」
を
見
な
が
ら
、

駅
員
の
方
に
説
明
を
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
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意見・私見

　

今
年
１

年
目
の
専
門

部
員
で
す
。

　

飯
山
市

へ
来
て
、
ま

だ
数
年
し
か

経
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
実

家
の
方
の
公
民
館
活
動
と
比
べ

る
と
、
正
直
「
多
い
な
」
と
言

う
の
が
第
１
印
象
で
し
た
。

　

１
年
間
を
通
し
て
、
ま
だ
全

部
の
活
動
に
参
加
は
出
来
て
は

い
ま
せ
ん
が
、
１
度
で
も
参
加

し
た
物
に
つ
い
て
は
「
面
白
い
」

「
ま
た
来
年
も
出
て
み
よ
う
か

な
？
」
と
思
え
る
物
も
幾
つ
か

あ
り
ま
し
た
。

　
で
す
が
、
今
年
か
ら
は
専
門

部
員
と
し
て
、
主
催
者
側
と
し

て
、
地
区
の
方
々
に
楽
し
ん
で

も
ら
う
と
い
う
逆
の
立
場
に
な

り
日
々
頭
を
悩
ま
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

１
人
で
も
多
く
の
方
に
参
加

し
て
も
ら
え
る
様
に
頑
張
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
参
加
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

『
公
民
館
事
業
に
参
加
し
て
』

柳
原
地
区
山
口

人 権
学習シリーズ

こ
れ
か
ら
を
担
う
子
ど
も
た
ち　

  

飯
山
市
Ｐ
Ｔ
A
連
合
会
会
長　

八
井
澤
敏
明

新
幹
線
で
つ
な
が
る
街
創
り  

第
３
回

い
い
や
ま
駅 

キ
ッ
ズ
ワ
ー
キ
ン
グ

岸
田　

重
雄

　

あ
る
事
件
報
道
が
発
端
と
な

り
、
こ
れ
か
ら
を
担
う
多
く
の

子
ど
も
が
い
じ
め
に
よ
り
、
自

ら
の
命
を
絶
っ
て
し
ま
う
と
言

う
悲
し
い
報
道
が
次
々
さ
れ
て

い
る
。

　
い
じ
め
と
は
、
簡
単
に
言
え

ば
「
強
い
者
が
弱
い
者
を
集
中

的
に
い
じ
め
る
事
」
で
す
。
子

ど
も
が
、
気
に
い
ら
な
い
事
や

偏
見
な
ど
で
、
暴
力
を
与
え
た

り
、
無
視
や
悪
口
を
言
っ
た
り
、

物
を
隠
し
た
り
多
く
の
苦
痛
を

与
え
て
し
ま
い
ま
す
。
良
く
耳

に
す
る
の
は
、
い
じ
め
ら
れ
て
い

る
お
子
さ
ん
に
も
原
因
や
問
題

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
性
格
や
見
た

目
な
ど
で
、
い
じ
め
ら
れ
て
し

ま
う
お
子
さ
ん
は
少
な
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
お

子
さ
ん
は
そ
の
子
自
身
が
持
っ

て
い
る
大
切
な
個
性
で
あ
り
、

絶
対
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
間
で
あ
る
以
上
、
人
そ
れ
ぞ

れ
個
性
や
個
人
差
は
当
た
り
前

の
事
で
す
。
こ
の
事
を
忘
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

　

お
子
さ
ん
の
環
境
は
、
日
々

変
化
し
て
お
り
、
自
分
自
身
で

考
え
・
対
応
方
法
を
変
え
る
タ

イ
ミ
ン
グ
が
必
ず
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
自
分
の
個
性
や
人
格

を
変
え
て
ま
で
、
こ
れ
ら
の
環

境
に
順
応
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
自
分
自
身
で
「
変
わ
ろ

う
！
」
と
足
搔
い
て
い
る
場
面

を
、
親
が
察
知
し
て
、
的
確
に

支
援
し
て
あ
げ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
家
族
が
揃
う
食
事
時
な

ど
、
学
校
で
あ
っ
た
そ
の
日
の

出
来
事
を
話
題
に
し
て
み
た
り
、

聞
い
た
り
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

会
話
を
す
る
事
で
日
頃
の
様
子

や
調
子
な
ど
、
一
日
一
日
を
し
っ

か
り
と
見
つ
め
て
あ
げ
る
事
で
、

お
子
さ
ん
の
心
の
変
化
や
抱
え

て
い
る
悩
み
に
つ
い
て
、
気
が
付

く
事
が
で
き
た
り
、
事
前
に
対

処
方
法
を
示
し
た
り
す
る
事
が

出
来
ま
す
。
ま
た
会
話
の
中
で
、

「
○
○
く
ん
や
○
○
ち
ゃ
ん
」
と

言
う
敬
称
を
止
め
、「
○
○
さ
ん
」

に
変
え
て
お
子
さ
ん
を
呼
ん
で

み
ま
し
ょ
う
。
今
ま
で
の
呼
び

方
で
は
な
い
事
を
察
知
し
、
人

格
を
持
っ
た
独
り
の
人
間
と
し

て
、
親
は
自
分
を
見
始
め
て
い

る
事
に
気
が
付
き
ま
す
。
ほ
ん

の
少
し
で
構
い
ま
せ
ん
。
環
境

を
変
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

い
じ
め
て
い
る
お
子
さ
ん
に

目
を
向
け
る
と
、
多
く
が
家
庭

環
境
や
、
心
に
問
題
を
抱
え
て

い
る
お
子
さ
ん
が
多
い
と
聞
き

ま
す
。
い
じ
め
て
い
る
お
子
さ
ん

の
家
族
は
、
そ
の
事
実
に
全
く

気
が
つ
い
て
い
な
い
と
言
う
ケ
ー

ス
が
大
部
分
で
し
ょ
う
。
ス
ト

レ
ス
や
、
自
分
と
比
べ
て
、
他

の
お
子
さ
ん
が
う
ら
や
ま
し
く

な
り
そ
れ
が
不
満
で
い
じ
め
て

し
ま
っ
た
り
、
当
た
っ
て
し
ま
っ

た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。
い
じ
め

て
い
る
お
子
さ
ん
は
、
私
た
ち
に

必
ず
何
か
し
ら
の
助
け
を
求
め

る
サ
イ
ン
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

こ
の
サ
イ
ン
を
絶
対
に
見
逃
さ

ず
、
学
校
・
家
族
・
地
域
の
人

達
が
力
を
合
わ
せ
て
、
そ
の
お

子
さ
ん
が
抱
え
て
い
る
不
安
や

悩
み
を
解
決
し
て
あ
げ
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
を
担
う
お
子
さ
ん

が
、
楽
し
い
日
々
を
過
ご
す
事

が
で
き
る
環
境
を
、
１
日
で
も

早
く
実
現
す
る
為
に
、
何
か
１

つ
で
も
実
行
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

微
力
な
が
ら
、
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
も
ご
支
援
い
た
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
も
、
日
々
楽
し

い
事
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

苦
し
い
事
や
悩
む
事
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
で
も
、誰
か
に
、「
サ

イ
ン
」
の
発
信
を
忘
れ
な
い
で

下
さ
い
。

飯
山
雪
国
大
学
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

　
「
子
ど
も
を
強
く
す
る
生
活
習
慣
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
開
催
報
告
）

　

篠
ノ
井
駅
で
は
、
最
高
速
度

で
通
過
す
る
新
幹
線
を
見
る
た

め
の
台
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
台
に
上
っ
て
見
学
し
た
り
、

場
所
を
移
動
し
て
歩
道
橋
の
上

か
ら
見
学
し
ま
し
た
。

　

長
野
駅
で
は
「
あ
さ
ま
」
が

２
台
並
ん
で
停
車
し
て
い
て
、

作
ら
れ
た
年
に
よ
っ
て
形
が
微

妙
に
違
う
な
ど
、
普
段
で
は
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
と
こ
ろ
ま

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

実
際
に
最
高
速
度
を
見
た
参

加
者
は
、
新
幹
線
の
速
さ
を
目

の
当
た
り
に
し
て
「
す
ご
い
！
」

と
声
を
上
げ
、２
台
並
ん
だ
「
あ

さ
ま
」
を
見
て
「
カ
ッ
コ
イ
イ
」

と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

帰
り
は
小
布
施
ハ
イ
ウ
ェ
イ

オ
ア
シ
ス
で
お
昼
を
食
べ
て
、

全
３
回
の
キ
ッ
ズ
ワ
ー
キ
ン
グ

を
終
了
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
春
に
開
業
を
む
か

え
る
新
幹
線
飯
山
駅
。
飯
山
の

こ
れ
か
ら
を
担
う
子
ど
も
達
に

と
っ
て
、
よ
い
体
験
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
参
加

し
て
頂
き
ま
し
た
皆
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

長野新幹線あさまの前で

 

（
開
催
報
告
）

オ
オ
ツ
ノ
ト
ン
ボ
発
見
！

「
せ
せ
ら
ぎ
サ
イ
エ
ン
ス
」

　
　
　
　
　
　
（
開
催
報
告
）

　

夏
休
み
体
験
教
室
「
せ
せ
ら

ぎ
サ
イ
エ
ン
ス
」が
７
月
31
日
㈫
、

藤
沢
地
区
寒
川
で
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。
当
日
の
気
温
31
度
、

水
温
15
・
８
℃
と
絶
好
の
天
候

に
恵
ま
れ
、
参
加
者
た
ち
は
約

２
時
間
、
自
然
と
の
触
れ
合
い

を
楽
し
み
ま
し
た
。
採
取
し
た

生
物
の
中
に
は
、
飯
山
市
で
初

の
採
取
記
録
と
な
る
「
オ
オ
ツ
ノ

ト
ン
ボ
」
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
講

師
の
関
口
先
生
に
よ
る
と
「
オ
オ

ツ
ノ
ト
ン
ボ
は
、
ト
ン
ボ
と
名
前

が
つ
く
が
ヘ
ビ
ト
ン
ボ
の
仲
間
。

６
月
下
旬
か
ら
８
月
下
旬
ま
で

見
ら
れ
る
が
、
個
体
数
が
少
な

い
。
飯
山
で
も
以
前
か
ら
い
た
と

思
わ
れ
る
が
、
採
取
さ
れ
た
の
は

初
め
て
」
と
の
こ
と
で
す
。

夏
休
み
体
験
教
室

初採取されたオオツノトンボ！

　
９
月
１
日
㈯
、
東
京
医
科
歯

科
大
学
名
誉
教
授
の
藤
田
紘

一
郎
先
生
を
講
師
に
迎
え
「
子

ど
も
を
強
く
す
る
生
活
習
慣
〜

学
校
・
家
庭
で
で
き
る
免
疫
力

UP
法
〜
」
と
題
し
た
公
開
講
座

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

１
０
０
名
を
超
え
る
方
々
が
受

講
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
田
先
生
は
、
私
た
ち
の
体

を
構
成
し
て
い
る
細
胞
は
一
万

年
前
の
も
の
と
同
じ
で
あ
り
、

昔
は
な
か
っ
た
ア
レ
ル
ギ
ー
疾

患
が
、
な
ぜ
今
、
現
代
病
に
な

っ
た
の
か
。
文
明
社
会
で
最
も

大
切
な
の
は
「
抗
酸
化
力
」
で

あ
り
、
そ
れ
に
は
腸
の
免
疫
力

を
高
め
る
こ
と
が
大
切
。
そ
の

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。　
「
キ
レ
イ
社
会
や
抗
菌
グ
ッ

ズ
、
洗
い
す
ぎ
が
私
た
ち
の
体

を
守
る
常
在
菌
を
排
除
し
て
し

ま
っ
て
い
る
。
何
で
も
清
潔
に

す
る
の
で
は
な
く
、
免
疫
力
を

つ
け
る
こ
と
が
大
切
」
な
ど
と

い
っ
た
説
明
を
、
画
像
を
使
い

な
が
ら
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

に
話
さ
れ
ま
し
た
。
受
講
者
か

ら
は
そ
の
内
容
に
、
今
ま
で
の

自
分
の
中
に
あ
っ
た
「
常
識
」

が
１
８
０
度
変
わ
っ
た
な
ど
の

感
想
が
き
か
れ
、
み
な
熱
心
に

メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

ユーモアたっぷりに講演いただきました。

真剣に耳を傾ける受講者


